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2-2 二つの普遍 普遍的賛同（投票）と普遍的伝達可能性 
 この問いに答える前に、注意しておかなければならないことがある。それは、「普遍性」に類

































の内実は、第 22 節における次の言葉で明らかになる。「…… 共通感覚は、ある当為を含む判断
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ば演繹は十分であると述べている。 
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「…悟性の合法則性へと構想力が自由に一致することのうちに存する主観的合目的性 ― 
それは求められたものでも意図的なものでもない ― は …… ただ主観の自然だけが生
み出しうるような、これらの能力の釣り合いと調和とを前提する。」(318) 
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